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 第３・４学年 算数科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 第４学年 

１ 単元名「新しい計算を考えよう」 

２ 単元について 学習指導要領の位置づけ 

 

 

１ 単元名 「わり算のしかたを考えよう」 

２ 単元について 学習指導要領の位置づけ 

 

 

 

[Ａ数と計算] 

(４) 除法の意味についての理解し、それらを用いることができるよう

にする。 

ア除法が用いられる場合について知ること。また余りについて知るこ

と   

イ除法と乗法や減法との関係について理解すること。 

ウ除法と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。 

エ簡単な場合について、除数が１位数で商が 2 位数の除法の計算の仕

方を考えること。 

 

本単元は学習指導要領に上記のように位置付けられている。 

これまでいろいろなものを分けることは数多く経験しているが徐法

を本格的に学習するのは本単元が最初である。 

本単元では除法の意味について理解し、それを用いることができるよ

うにする。そこで、乗法と除法の意味の関連をはかることが大切で、今

後のわり算の学習の基礎基本となるので操作活動による除法の意味、乗

法との関連等を丁寧に指導しつつ、計算の習熟と定着につとめたい。 

 

 

[Ａ数と計算] 

（３）整数の除法についての理解を深め、その計算が確実にできるよう

にし、それを適切に用いる能力を伸ばす。 

ア除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算仕方を

考え、それらの計算が基本的な計算をもとにしてできることを理解で

きること。また、その筆算の仕方について理解すること。  

イ除法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。 

ウ除法について、被除数、除数、商及び余りの間の関係を調べ、次の式に

まとめること。（被除数）＝（除数）×（商）＋（あまり） 

エ除法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり計算 

の確かめをしたりすることに生かすこと。 

本単元は学習指導要領に上記のように位置付けられている。 

これまでに児童は、わり算の意味と九九を１回適用してできる除法計

算について学んだ。本単元では、２～３位数を１位数でわる除法計算に

ついて理解し、その計算が確実にできるようにするとともに適切に用い

る能力を伸ばす。指導に当たっては、わり算の意味についてもおさえ、正

しく理解させる。また、除法の筆算形式による計算の原理と手順を理解

する。１位数でわる筆算を十分に習熟させ、除法の学習に関連し「一つ分

の大きさ」や「何倍」かを求めることを知り除法の意味を拡げたい。 
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３研究主題「主体的に学び、共に高めあう児童の育成」にせまるための指導のポイント 

 

 

 

 

４単元の目標と評価規準                       

 

 

 

 

 

 

 

6 、 指 導 計 画  全 １ ０ 時 間 （ 本 時 ７ ／ １ ０ ）               

6、指導計画 全１７時間（本時４／１７） 

 

【関心・意欲・態度】 

○除法の意味や計算の仕方について、乗法との関連や具体物の操作な

どからとらえようとしている。 

【数学的な考え方】 

○等分除と包含除を徐法として総合的にとらえ、具体物や図、式を用 

いて計算の仕方を表現することができる。 

【技能】 

〇除法の計算が確実にできる。 

【知識・理解】 

〇除法が用いられる場合や除法と乗法などとの関係について知り、除

法の意味について理解する。 

【関心・意欲・態度】 

○２～３位数÷１位数の計算について、九九一回適用の除法など基本的  

な計算を基にできることのよさに気づき、学習に生かそうとする。 

【数学的な考え方】 

○２～３位数÷１位数の筆算の仕方について、数の構成や既習の除法計  

算を基に考え、表現したりまとめたりすることができる。 

【技能】 

○２～３位数÷１位数の除法の筆算の手順を基にし、確実に計算できる  

○簡単な除法計算を暗算ですることができる 

【知識・理解】 

○２～３位数÷１位数除法の筆算の仕方や倍について理解する。  

 

  

○算数コーナーの充実（１－１） 

 ・既習事項のポイント掲示 

 ・前時の内容の掲示（問題、課題、児童の反応、まとめ） 

○学習の流れがわかるノート作り（１－２） 

○見通しの段階の指導の工夫 

○友達に相談できる体制づくり（１－４） 

 

仮
説
１ 

○学習リーダーの育成（２－１） 

○学習の進め方を把握させる。（２－２） 

 ・黒板の記入位置の把握。 

 ・学習の流れを表示する札の活用。 

○発表用紙を用いての考え方の発表（２－３） 

 ・自分の考えを明確にした発表作り 

○練り上げの段階の話し合いの工夫 （２－４） 

 ・キーワードの記入 

 

仮
説
２ 

視点１主体的な学びにするための工夫 視点２学び合い活動を充実させるための手立ての工夫 
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小単元 時 おもな学習内容 

 

小単元 時 おもな学習内容 

①１人分の 

数 を も と

める計算 

１ 等分除の意味 ①何十、何百

の わ り 算

の 組 み 合

わせ方 

１ 

２ 

九九一回適用で商が何十、何百になるわり算

（余りなし）の計算の仕方 ２ 
除法に関する用語、記号の意味、等分所の場面に 

ついての適用問題 

３ 等分所除の答えの見つけ方 

②わり算の 

筆算 

３ 

４ 
２位数÷１位数（余りなし）の計算の仕方 

②何人に分

け ら れ る

か を も と

める計 

４ 包含除の意味 ５ 

６ 

２位数÷１位数（余りありで、各位ともわり切

れない）の筆算の仕方と習熟 

５ 
用語「わる数」「わられる数」、包含除の場面の適

用問題 ７ 
２位数÷１位数（余りありで、十のくらいでわ

り切れる）筆算の仕方 

６ 包含除の答えの見つけ方 
８ 

９ 

３位数÷１位数＝３位数 

（各位ともわり切れない、及び一の位でわり切

れる）（商に空位を含む、及び百の位や十の位で

わり切れる）の筆算の仕方 

７ 
等分除と包含除が「わり算」として統合できるこ

と 

③わり算  

の筆算 

10 ３位数÷１位数＝２位数 

（首位に商がたたない）計算、筆算の仕方 

８ 
被除数が０の場合や被除数と除数が同じ値の場

合の除法計算 
11  

④倍の計算 12 

13 

14 

倍を除法を用いて求めること 

比較量を乗法を用いて求めること 

基準量を求めるのに、□を用いて乗法の式に表

し、除法を用いて□を求めること 

まとめ 

９ 学習内容の習熟 

10 学習内容の理解 

⑤暗算 

 

 

 

15 

 

 

 

2 位数÷1 位数＝2 位数の除法の暗算と、１０， 

１００の倍数（3 位数）を 1 位数でわる除法の

暗算の仕方 

 

まとめ 16 

17 

  

学習内容の習熟 

学習内容の理解・発展問題 
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６ 本時の指導 （７/１０）                     ７ 本時の指導（１０/１７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

３）展開  ●・・直接指導   ○・・間接指導 

 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（・支援） 

（◎手立て） 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

わたり 

 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（・支援） 

（◎手立て） 

・児童が進める。 

（問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

１ 本時の問題を把握し、課題をたてる。  

３分（K4 課題） 

 

 

 

 

・聞いていることは何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

●  
● 

● 

● 

● 

● 

● 

●  
● 

● 

●  
● 

● 

●   

１本時の問題を把握し、課題をたてる。  

３分（K4 課題） 

 

 

 

 

・聞いていることは何ですか？ 

・式を立ててみよう。256÷４ 

・昨日までと違うところは何ですか？ 

・筆算ができない。 

 

・司会が進める。 

（問題） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

わられる数の一番大きい位の数が、わる数より

小さいときの分け方を説明しよう。 

しんじさんたちは、６÷２の式になる問題をつくりました。 

みんながつくった問題をくらべましょう。 

６÷２の式になる問題をつくって、くらべよう。 

256 まいの色紙を、4 人で同じ数ずつ分けます。 

一人分は何まいになりますか。 

（１）  目標  

 3 位数÷1 位数＝2 位数（首位に商がたたない）の筆算の仕方を理解し  

その計算ができる。 

（２）評価規準  

【数学的な考え方】 

 256÷４の筆算の仕方について具体物や式を用いて考え説明している 

【技能】 

3 位数÷1 位数＝2 位数（首位に商がたたない）の筆算ができる。 

 

（１） 目標 

等分除と包含除は、「わり算」として統合できることを理解し、除法

計算の答えを求めることができる。 

（２） 評価規準 

【関心・意欲・態度】 

  等分除と包含除を仲間分けして、理由を説明しようとする。 

【数学的な考え方】 

操作や答えの見つけ方などから、等分除と包含除をどちらも除法と

して関連づけてとらえ、除法には２通りの場面があることを説明して

いる。 
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◎手立て（１－１） 

・振り返りができる既

習事項を掲示する。  

 

 

・これまでのまでの問

題を掲示し振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題と図と式が書き

込める用紙を用意。  

 

・１枚に一つの考えを

書く。考えをグルー

プ分けしやすいよう

にする。 

 

 

 

 

◎手立て（１－１） 

・既習事項のポイン

ト掲示 

 

 

２ 課題を把握し解決の見通しを持つ。 

５分（K4 課題） 

○見通しを立てます。 

・これまでに学習してきたことは・・・ 

＜見通し＞ 

・６を２で分ける問題にすればできる。 

・わり算には「同じ数ずつ分けて一人分（一 

つ分）の数を求める計算」がある。 

・「一つ分が決まっていて何人分（いくつ分）

の数を求める計算」もあった。 

・2 種類の問題がつくれるといい。 

・作戦名は立てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自力解決をする。（発表用の紙に書く） 

         １０分（K4  活動） 

（ア） 等分除 

図         

 

   

 

 

 

 

● 

● 

● 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

２課題を把握し解決の見通しを持つ。 

５分（K4 課題） 

○見通しを立てましょう。 

・これまでに学習したことで使えそうな

ことはありますか？ 

 

＜見通し＞ 

・百のかたまり・十のかたまりを使う。 

・図を使って考える。 

・商は１８３より小さくなる。 

・２４０÷４＝６０だから、６０より少し 

 多い。 

 

 

 

 

 

３ 自力解決をする。 

（発表用の紙に書く）１０分（K4  活動） 
          

○位ごとの数に分けて計算する。 

２５６÷４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○図に書いて考える。 

 

 

◎手立て（１－１） 

・振り返りができる既

習事項を掲示する。 

 

 

 

・答えの見当をつけ

ていることを取り

上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題と図と式が書き

込める用紙を用意。 

 

・１枚に一つの考えを

書く。考えをグルー

プ分けしやすいよ

うにする。 

◎手立て（１－１） 

・既習事項のポイン

ト掲示 

 

 

 

 

 

200 

６このいちごを２人で同

じ数ずつ分けると、一人

分は何個になりますか。 

 

式  ６÷２＝３ 

答え 一人分は３こ 

200 50 ６ 

式 

200÷4＝50 

50÷4＝10・・・10 

16÷4＝4 

50＋10＋4＝64 

答え  

一人分は 64 枚 

⑩⑩⑩⑩ ⑩ ①① 

⑩⑩⑩⑩ ⑩ ① 

⑩⑩⑩⑩ ⑩ ① 

⑩⑩⑩⑩ ⑩ ① 

⑩⑩⑩⑩ ⑩ ① 
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・自分の考えがよく分

かるように工夫して

説明させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 包含除 

図 

 

 

 

 

 

 

 

＊教師も用意し「考え方」を提示する。 

 

＊時間内に問題をいくつか作る。 

 

４、考えを発表し検討する。 

１０分（K４ 活動） 

〇考え方別に用紙を分ける。 

〇考え方が分からないものは質問する。 

〇問題を分類した理由を  

〇おはじきを使って説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表し検討する。１０分 

（K４ 活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の期待するキーワード 

「百の位」「百の位の計算ができない」 

「十束がいくつあるか考える。」「わられる

数がわる数より小さい」 

 

○自力解決中に出したキーワード各自出

し合い、見比べ検討する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えが，友達

によく分かるよう

に工夫して説明さ

せる 

 

 

 

 

 

    

◎手立て（１－１） 

・練り上げ時事前に

キーワードを使い

まとめられるよう

に支援する。 

 

 

・考えの共通点を意識

させる。 

 

 

 

 

 

６このいちごを一人

に２こずつ分けると、

何人に分けられます

か 

式  ６÷２＝３ 

答え 3 人に 

分けることができる。 

 

 

    

１人分  2 人分 3 人分  4 人分 

「÷4」は半分のさらに半分になるから 

２５６ 

式  256÷２＝128 

   128÷２＝64 

答え 64 枚 
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◎手立て（１－１） 

・練り上げ時事前に

キ 

ーワードを使い、ま

とめられるように

支援する 

 

・異なる点と共通点を  

確認する。 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、キーワードを出す。５分（K４ 確認） 

本時の期待するキーワード 

「一人分」「同じ数ずつ分ける」「何人に分け

られるか」「÷２は２人や２個ずつで同じ数

ずつ分けること」 

 

○自力解決中に出したキーワードを見直し、

精選する。 

 

 

 

 

 

６、本時の学習のまとめをする 

           ３分（K４ 確認） 

〇くらべてちがうところは～。 

○２つの問題で共通していること。 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

● 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、本時の学習のまとめをする  

５分（K４ 確認） 

〇まとめをしましょう。  

・考えの共通点を見つけましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

６、学習を振り返って感想を書く。  

（K４ 価値づけ）３分 

 

 

７、適応問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キーワ―ドの精選

をして、児童同士

の練り上げとなる

よ う な 活 動 に す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わられる数の一番大きい位の数が、わ

る数より小さいときは。次の位がいく

つあるかとみて計算を始める。 

 

 

 

、、 

＜評価＞ 

【考】操作や答えの見つけ方などから、等

分除と包含除をどちらもわり算として関

連づけてとらえ、わり算には 2 通りの場

面があることを説明している。 

A 等分除と包含除をそれぞれ理解し具体 

物を使って分かりやすく説明できる。 

B 等分除と包含除を理解し説明できる。 

C 説明できない。 

 

【考】

B 

～ C の児童への手立て ～ 

 

～ C の場合の手立て ～ 
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７、学習を振り返って感想を書く。 

（K４ 価値づけ）３分 

８、適応問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９、 次時の予告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８、 次時の予告 

 

 
くらべて分かったことは、一人分の数

を求めるときも、何人に分けられるか

を求めるときも、どちらも同じ数ずつ

分けるのでわり算の式は同じになる 

交流タイム＞・どのような学習をして，どのようなことが分かったかについて，交流する。 
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